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教育スローガン ： 明るく元気で楽しい学校 

こどもたちの声をかたちに ～生徒主体の学校づくりへの試み～ 
こども家庭庁では、こどもの意見を聴き政策や社会づくりに反映させる「こどもまんなか社会」の推進を

掲げています。社会の一員として自らの考えを表現し、周囲と対話しながら合意形成していく経験は、こど

もたちの自立や社会参画の意識を育む上で欠かせないプロセスです。 

本校でもこの理念の下、生徒一人一人が「自分たちの学校生活を自分たちで形作る」という当事者意識を

もてるよう、様々な教育活動を試行錯誤しています。これまでの学校では、教員があらかじめ企画した枠組

みに生徒が参加する形が一般的でした。しかし、「自分たちの声で学校は変わる」という実感をもってもらう

ため、校則のあり方を話し合う「ルールメイキング実行委員会」の設置や、生徒が直接校長へ意見を届ける

「生徒・校長ミーティング」、体育祭における生徒提案種目の導入など、生徒の気づきを学校運営に生かす場

面を少しずつ広げてきました。 

そうした中で、今年度生徒会本部から提案されたのが「ノー制服デー」の企画です。今回の企画が実現す

るまでには、決して一筋縄ではいかない過程がありました。生徒会による教員向けプレゼンテーションでは、

慎重な意見が出され、企画の再検討が求められました。しかし、生徒会は「なぜ全校で取り組む必要がある

のか」「万が一課題が起きた際、それをどのように反省と次の学びにつなげるか」という問いに向き合い、ル

ールの周知方法や配慮事項を再考して教員との協議を行いました。その結果、単なるイベントではなく「自

ら状況に応じた判断力を養う学びの機会」として、３日間開催で実施する運びとなりました。実施前の全校

朝礼の際に、生徒会長から今回の企画の主旨が全校生徒に訴えかけられました。実施直前に直接気持ちを聞

く機会がありましたが、「全校生徒に主旨が伝わっているかどうか････不安もあるしドキドキします。」と話

していました。 

迎えた本番。ノー制服デーの期間中、生徒たちはその日の授業 

や気候、ＴＰＯを意識して自らの服装を選択し、互いの個性を尊

重し合う姿が見られました。企画した生徒会は、しっかり考えて

行動してくれた全校生徒の姿に感謝の気持ちと企画をやり切っ

た達成感を感じたことと思います。これからこの企画の振り返り

が行われますが、どんな話が聞けるのか楽しみにしています。 

こども家庭庁が目指す意見反映の取組と同様に、学校において

も「こどもの声を受け止め、共に学びの形をつくっていくこと」

が重要だと考えています。大人と生徒が互いの意図や懸念を伝え

合い、着地点を模索した今回の過程そのものが、生徒にとって大

きな生きた経験となりました。生徒が主役となって動く過程に

は、時に迷いや失敗も伴います。本校ではその試行錯誤も大切な

成長の機会として受け止め、生徒たちの「問い」や「思い」に耳

を傾けながら、共に歩む学校でありたいと考えています。保護者

や地域の皆様におかれましては、主体的な学びを重ねる生徒たち

の姿、田柄中の取組を、今後とも温かく見守っていただけますと

幸いです。 

 



田柄中レポート ★１０月２９日（木）・30 日（金）職場体験学習（2 年生） 
            
 
 
 
 
 
 

 
★１０月 30 日（金）職業講話（１年生） 

 
 
 

 

【表彰】生徒の活躍紹介！＜敬称略＞ 

 

硬式テニス部 

練馬区中学校新人テニス選手権大会  

団体（女子の部） 第３位  

 たった２日間の体験学習ですが、実体験に基
づく生徒たちの学びは我々が思うより大きいも
のになったようです。生徒にとって職業とは、お
金をかせぐ手段という考え方が大きかったよう
ですが、社会貢献や環境への負荷を考えた取組
など、崇高な理念があることを知る機会となり、
さらには「生きがい」「やりがい」について考え
る機会になりました。事後学習が楽しみです。 

様々な職種の方のお話も魅力があり
ますが、今回はアニメ産業に携わってい
る方を講師にお迎えし、じっくり話を聞
く会を設けました。 
アニメ産業についての理解だけでな

く、質問やインタビューの時間をもち、
仕事をしていて嬉しいことや悔しかっ
たことなど、職業人としての思いも伺い
ました。 
最後は、「笑顔を届ける素敵な仕事」

「世界に衝撃を与える仕事」「夢を送り
届ける仕事」など、アニメに関わる職業
への理解を深め、働く方々の気持ちを想
像してキャッチコピーをつくりました。
素敵な仕上がりになりました。 
今後３年間をかけてキャリア教育を

進めていきます。 

＜今後の予定＞ 
１１月１６日（月）第３期時間割開始 
         生徒会朝礼  
   １８日（水）防災訓練 

２７日（金）制服検討委員会 
１２月 ２日（水）三者面談開始 

    ７日（月）全校朝礼 
    ８日（火）三者面談終了 
   １１日（金）スキー移動教室 
         保護者説明会（２年生） 
   １４日（月）生徒会朝礼 
         避難訓練        


